
1.9% 人事評価が下がった・降格した

　月経がなくなる「閉経」の前後5年ずつを合わせた10年
間を「更年期」と呼びます。閉経は平均で50歳前後なの
で、一般的には45～55歳ぐらいが更年期となります。こ
の時期は、女性ホルモン（エストロゲン）が急激に減少す
ることにより、多くの女性が様々な心身の症状に悩まされ
ます。これらは「更年期症状」と呼ばれ、症状が重く日常
生活に支障があるものは「更年期障害」と呼ばれます。

※�この他にも、めまい、動悸、頭痛、しびれ、冷え、不眠、気分の落ち込
みなど多様な症状があります。

男性も知っておきたい 女性の更年期
監修

総合母子保健センター愛育病院 
病院長　百枝 幹雄

更年期症状で女性が会社を辞めてしまったら、会社にとっても
大きな損失です。周囲の人も更年期症状について知っておき、
助け合える職場環境にしていくことが大切です。

　ある調査によると、更年期症状
がある女性（約4,300人）のうち、
9.4%の人が仕事を辞めていまし
た。40～50代の女性全体では、
推計約46万人が「更年期離職」
をしている計算になります＊1。会
社に長く貢献し、経験豊富な働き
盛りの女性が、更年期による不調
と仕事の両立に悩み、誰にも相談
できず、仕事を辞めてしまうとい
う現状があります。

更年期症状によって仕事や日常生活に支障が
あるようなら、我慢せずに婦人科を受診してみ
ましょう。医師とよく相談し自分に合った治療
法を選ぶことで、仕事をしながら上手に更年
期を過ごしやすくなります。

《更年期障害の治療法》
・ホルモン補充療法　・漢方薬　
・向精神薬（抗うつ薬、睡眠導入剤など）
・カウンセリング、心理療法

●�会社・職場全体では、相談窓口をつくるなど
して不調を相談しやすい環境にする、つら
いときに休みやすい環境にする、仕事をサ
ポートする体制を整えるなどの対策が求め
られます。

●�更年期世代の女性が、女性ホルモンの減少
によって体調が悪くなったり、精神的に不安
定になったりすることがあることを理解して
おくことが大切です。できる範囲で声かけ・
サポートを検討してください。
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●疲れやすい

●�感情のコントロールが難しい

会社で困ること更年期の症状

衝撃！ 約46万人が「更年期離職」

更年期症状のここがつらい…

本人・周囲は何ができる？
女性本人 周囲の人

出典：＊1　NHK「更年期と仕事に関する調査2021」更年期症状が原因で雇用劣化が起きたと認めた者の割合（複数回答）
＊2　経済産業省「女性特有の健康課題による経済損失の試算と健康経営の必要性について」令和6年2月
＊3　厚生労働省「更年期症状・障害に関する意識調査」2022年7月（更年期障害の可能性があると考えている女性の割合：40歳代 28.3%、50歳代 38.3%）　

更年期症状・障害になる女性の割合

何らかの症状
が出る人

7～8割 3～4割

更年期障害レベル
の人

＊3

40代・50代の更年期症状がある
女性（約4,300人）のうち

仕事を辞めた

4.0% 労働時間や業務量が減った

1.2% 雇用形態が変わった

0.6% 昇進を辞退した

雇用への影響 企業の経済損失も莫大！

更年期症状による
経済損失

年間1.9兆円
そのうち

離職　約1兆円
欠勤　約1,600億円
パフォーマンス低下

約5,600億円

9.4%

＊2

女性の
健康

男性

も知っておきたい
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